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小学校理科における安全学習の在り方 
- 危険予測,回避の力を育てる教材の開発 -









自然の事物 ･現象への意図的な働き掛けが重視され の発生件数及び加入者あたりの発生率は,表 1の通
る｡教師には,それらの活動を安全に行うための適 りである‥号)｡理科の学習中の負傷を伴う事故災害が,
切な指導と十分な配慮が要求されることは言うまで 小学校段階から学校種を問わず発生していることが








全学習の今後の在り方について考察した｡また,寡 表1 負傷事故災害の発生件数･発生率(平成 15年度)
全学習における支援の一例として,子どもの危険予
調査学項
刺 ,回避の力を育てる教材 (デジタルコンテンツ ) 発生件数 発生件数 発生率 の開発を試みた｡ 校種目 加入者数 (人 ) 全体の(件 ) 理科の学習中(件 ) (1万人あたり.件) 
′J､学校 7,251.842 482.991 2.575 3.6
2 現状分析 中学校 3.765,321 411,485 750 f 2.0
2.1 理科の学習における事故の発生状況 
2.1.1 資料 『学校管理下の災害』に基づく分析
｢学校管理下の災害 -20 -基本統計 - (負傷 ･
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表 2 学校種ごとの事例件数 















































文意禁止 指示 注意 使用 問題
3学年 1 48 6 5 l 7 066
計
5学年 0 0528 7 17 12 7



























































する力 2() 教材の構成 
① 安全についての基礎的 ･基本的な事項を理


















(1) 先行研究 ･他領域での実践の調査 を指摘する h dazars

べている 1'3｡ 2() 観察 ･実験における危険の要素の抽出 
文部科学省の ｢交通安全に関する危険予測学習教 (3) イラストレーションの検討 
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